
はじめに　令和６年、京都市文化

財保護課は北白川廃寺で発掘調査

をおこないました。北白川廃寺は京

都市内の遺跡の中でも早くに発見

されましたが、市街地化した時期も

早かったため、現在に至っても多く

の謎が残されています。今回の発掘

調査では、初めて寺域西端の状況を

明らかにすることができました。

　調査の歴史　北白川廃寺は左京

区北白川に所在する７世紀後半に

建てられた寺院の跡です。正式な寺

名がわからないことから、地名「北

白川」に「廃寺」を付して北白川廃寺

と呼んでいます。昭和９年（1934）、

土地区画整理に伴う掘削によって

瓦積基壇が露出している状況を京

都帝国大学東方文化研究所の研究

員、羽舘易氏が発見し、その存在が

知られました。この時に発見された

基壇は本尊を安置した金堂のもの

と推定されます。発掘調査によって

発見された基壇の規模は東西 36.1

ｍ、南北22.8ｍに及びます。これは当

時の国家の中枢であった大和（現在

の奈良県）に存在した大寺院の大半

かわらづみ き だん

は たちおさむ
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写真１　北白川廃寺西端の溝と建物跡（南から）

図１　北白川廃寺の伽藍復元と令和６年調査位置
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初発見！北白川廃寺の西端


